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生命保険業界における
大量データ入力システムの変革
Innovation of Mass Data EntrY Systemfor LifelnsurancelndustrY

生命保険の業務システムにはその業務の特性から,大量データを入力する処理が

あり,この入力処理の効率化,迅速化はシステム設計上及び運用上,常に検討しな

ければならない大きな課題である｡これは全国で日々発生する大量データを効率よ

く,しかも短時間でセンタへ入力し,処理するためにどうしたらよいか,という点

である｡そのなかで特に新契約データの入力については,現状のバッチ入力方式や

端末によるキー入力方式に対する改善策が待望されていた｡

そこで本論文では,まず新契約データのうちコードデータの入力に対する解決策

について,第一生命保険相互会社での適用例について述べる｡このシステムは分散

形の小形OCRをオンライン端末として使用することにより,入力方式を大幅に改善

することができた｡

更に進めて,新契約データのイメージデータを中心として業務システムでのイメ

ージ処理のニーズと,その適用案及び実現のための検討課題について述べる｡

山 緒 言

大量のデータをセンタに集中して処ヲ聾する生命保険の業務

で,システムとして常に検討しなければならない大きな課題

が二つある｡一つは大量データの入力方式であり,もう一つ

は大容量のデータベース処理方式である｡

前者は全国で発生する新契約データ,保険料入金データ及

び保全データ(契約内容の変更,異動,解約など)を,経済的,

効率的に,しかも短時間で㌧センタへ入力するためにはどうし

たらよいか,という課題である｡後者は大容量のデータベー

スを才茸築し,それを効率よく短時間で維持管理(更新)し,信

頼性を高く保持するためにはどうしたらよいか,という課題

である｡

この論文では,これら二つの課題のうち前者の大量データ

の入力方式について記述する｡特に新契約データの入力方式

については,その改善が大きな検討課題であったにもかかわ

らず,これまで効率の良い方法が見いだせなかった｡今回分

散形の小形OCRを使って,新契約データのコードデータを入

力する方式を第一生命保険相互会社で実現したので,これを

紹介する｡イメージデータについては,新契約データを中心

として業務システムに対するニーズとその実現実について述

べる｡

凶 システムのニーズ

2.1 新契約データのオンライン入力

生命保険システムのなかで中心となるシステムは,契約管

理システムである｡このシステムに入力される情報の種類は

大きく分類すると,新契約データ(新契約申込書に記載された

データ),保険料入金データ及び㌧保全データの三つに分けるこ

とができる｡このうち新契約データの構成は図1に示すとお

り,数字,漢字(イ反名文字を含む｡),印影から構成されている｡

現状のシステムでは,この新契約データについてコンピュ

ータで処理しているのは,数字とイ反名文字のデータであり,
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は,数字データ,漢字･仮名データ及び印鑑データに分けることができる｡この

うち現在コンピュータで処∃埋しているのは,数字,仮名のコード化情報である｡

それ以外の自署欄(契約者の書いた住所と氏名,及び印影)の

データについては,コンピュータ処理の対象外としている｡

また入力方法についても,料金,保全関係のデータはオンラ

イン化されているのに対し,新契約データについてはバッチ

入力が主体となっている｡

しかし生命保険のシステムとしては,新契約データをオン

ラインで入力でき,しかもコードデータだけでなく自署欄の

情報をイメージデータとして入力することができるシステム

が要求されている｡

すなわち,オンライン入力の実現により,ターンアラウン

ドタイムの短縮による事務処理の効率化,成績データの迅速

な把握,データ精度の向上などを図ることができる｡更に自
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署欄の情報をイメージデータとして入力しコンピュータ処理

することにより,契約成立後の証券発行時のコピーフロー処

理(契約申込書に記載された自署欄の内容を保険証券上へコ

ピーする処理)の効率化を図ることができる｡すなわち自署欄

をコピーした保険証券を契約者へ送付することにより,保険

会社は成立した契約の契約者,被保険者,受取人と使用して

いる印鑑を契約者へ確認を求める｡これは保険会社が契約成

立後の内容変更,保険金の支払い,解約などの処理をすべて

この自署欄の確認によって行なうためである｡現状ではこの

コピーフロー処理をコンピュータシステムとは別に,複写機

やマイクロフィルムを使って各社実施している｡

ところで新契約データのコードデータは,数字とイ反名文字

で構成されており,入力けた数が多い(100けた以上)｡そのた

め保険会社の支社,営業所で新契約データを入力し,オンラ

インで送信する場合,キー入力方式では端末操作に対しある

程度の熟練が必要となる｡またコンピュータへ入力するため

の時間もかかる｡したがって,キー入力方式によるオンライ

ン入力は,入力要月の確保と処理時間の問題が解決されない

限り,実現は難しい状況であった｡これに対する解決策とし

て,直接入力方式の一つであるOCR(光学式文字読取り装置)

による入力が考えられたが,申込書のサイズ,レイアウトな

どを大幅に変更しないで入力帳票を設計することが,これま

でのOCRで難しかったため実現していなかった｡

イメージ処理については入力方式だけでなく,ファイリン

グ方法を含んだホストの処理方式,及び出力方式などシステ

ム全体としてのデータ処理方式について技術的に解決しなけ

ればならない課題が多くあり,具体的な適用の検討までには

至っていなかった｡

この2点のうち,新契約コードデータのオンライン直接入

力方式については,新製品であるT-550/47分散形小形OCRを

使って第一生命保険相互会社で実現しており,それについて

3章で紹介する｡またイメージ処理システムについては,新

契約データを含んだ業務システム全体のニーズをまとめ,次

章で述べる｡

2.2 イメージ処理システムの実現

生命保険のシステムでイメージ処理に対するニーズは業務

システムへの適用と,情報システムへの適用に大きく分ける

ことができる｡この論文では,重要度が高く効果の大きい業

務システムについて述べる｡

業務システムでのイメージ処理のニーズは,前項で述べた

ように,契約申込書に記載されている自署内容を保険証券上

に複写するコピーフロー処理のニーズが一つある｡更に保険

契約時の各種帳票(契約申込書,告知書削),副申書兼2)など全部

で十数種類)を保管し,契約内容の確認をするために検索した

り,契約内容の変更によって発生する帳票類と元帳栗との■突

き合せ,保管の業務がある(図2参照)｡この業務を効率的に

行なうためにイメージ処理が要求されている｡

特に大手生命保険会社では,保管してある帳票の量は1億

枚を超えており,コピーフロー処理,帳票管理などの作業に

対し数十名の安貞が従事している｡そのため,これらの作業

のシステム化による省力化の効果は大きい｡更にターンアラ

※1)保険契約を結ぶ際,被保険者が,保険会社から求められた内容を

記述した書類を言う｡

※2)保険会社の外務月が契約者,被保険者の状況について記述した書

類を言う｡
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業務システムで,イメージ処理のニーズは二つある｡すなわち契約申込書に記載

された自署欄の保険証券上へのコピーと.契約引受け時の帳票の保管である｡

ウンドタイムの短縮,省スペース化などシステムの実現に対

するニーズは大変強い｡イメージ処理によるこれらの業務の

実現方式については,4章で述べる｡

占l 新契約データのオンライン入力

3.1 システム概要

第一生命保険相互会社では,昭和59年度から61年度上期に

かけて,EPOCH(EffectiveandProsperousOfficeCreation

byHighTechnology)計画と称して新しい総合オンライン情

報システムを建設している｡このシステムは全国200箇所の支

社,営業部に分散形の小形OCRを端末として使用するために

設置し,新契約申込書,保険料伝票,会計伝票などを読み取

り,ホストシステムへ送信することを目的としている｡特に

新契約申込書,会計伝票については手書き文字(数字,仮名文

字)をそのまま入力することが前提となっている｡

このシステムの実現により,これまでビデオ端末でキー入

力していた新契約データを,分散形の小形OCRの簡単な操作

で直接入力することができるようになり,システムの大幅な

改善を図ることができるようになった｡

3.2 システム構成と処理方式

本システムの構成とデータの流れは図3に示すとおりで,

処理の流れは次のようになる｡

(1)分散形の小形OCRで入力したデータは,フロッピーデイ
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スタに格納し,その後ホストシステムへ送信する｡

(2)ホストシステムでは,送られてきたデータをフロントエ

ンドプロセッサであるHITAC M-240Hシステムで受け,一

時的に蓄積し,その後IBMシステムヘ送信する｡

(3)IBMシステムで処理した結果をHITAC M-240Hシス

テムで受け,端末のフロッピーディスクへ送信する｡

(4)フロッピーディスクに格納された処理結果をプリンタへ

出力し,チェックを行なう｡

3.3 分散形小形OCRによる実現

これまで難しいとされていた新契約データのOCRによる

直接入力は,T-550/47分散形小形OCRの以下の機能により実

現することができた(図4)｡

(1)小わく表形式のサポート

これまでのOCRは入力帳票を設計する際,入力文字の間隔

を一定の長さだけ空ける必要があった｡そのため,通常使用

している帳票をOCR入力用に設計しようとした場合,帳票サ

イズを大きくしなければならないという問題があった(入力

文字数によって異なるが,多いものであると2倍近くにな

る)｡新契約申込書は外務員が持ち歩くため,現行の帳票サイ

ズを大きくすることは持ち運び条件が悪くなり,現実的には

機
番=一徹Cトt…

ノノ弓

さ■占

､鞄

図4 T-550/47分散形小形OCR 本OCRを全国の支社,営業所に設置す

ることにより,新契約データの直接入力が可能となった｡

図3 第一生命保険相互

会社OCRシステムのシス

テム構成 ocRエントリさ

れたデータは,いったんフロッ

ピーディスクに格納され.その

後H汀AC M-240Hシステムヘ送

られる｡HITAC M-240Hから】BM

ホストシステムヘ送られ,マス

タDBに対するメンテナンスが

行なわれる｡その結果をHITAC

M-240Hへもらい, 漢字プリン

タヘ出力する｡

難しい要求であった｡

T-550/47分散形小形OCRはこの問題を解決するために,現

行帳票サイズを大幅に変更することなく設計ができる小わ〈

表形式をサポートした｡この結果,現行帳票サイズの多少の

変更でこのシステムを実現することができた｡

(2)ページリーダとドキュメントリーダが1台で可能

T-550/47分散形小形OCRは,1台でドキュメントリーグ

(ターンアラウンド帳票の読取り)と,ページリーグ(一般

OCR帳票の読取り)の二つの機能をもっている｡これにより,

新契約申込書だけでなく入金票などのターンアラウンド帳票

の読取りにも使用できる｡その結果,OCRシステムを有効に

利用することができ,稼動率の向上を図るとともに,他帳票

のOCRへの移行も容易に行なうことができる｡

(3)操作性の向上

T-550/47分散形小形OCRは,だれでも簡単に使うことがで

きるように,操作性の向上と運用の効率化に対し特に配慮し

ている｡そのなかでi欠の点は第一生命保険相互会社のシステ

ムにとって大きなメリットとなっている｡

(a)帳票の自動認識

T-550/47分散形小形OCRでは,入力する帳票上に書かれ

たフォーマットID(Identifier)を読んで使用するフォーマ

ットを自動的に認識できる機能を強化している｡これによ

りユーザーは使用するフォーマットを意識することなく,

文字種の異なる多種類の帳票を同時に人力することができ

る｡

(b)その他効果的な機能

操作性の面から見て(a)以外の機能で効果的なものは,i欠

のとおりである｡

(i)オペレーションメッセージの日本語化

(ii)自動読取開始機能

(4)小形化,省スペース化

T-550/47分散形小形OCRは,このクラスのOCRとしては

非常に小さくなっており,具体的には事務机1脚分のスペー

スがあれば運用することができる｡これはスペースにそれほ

ど余裕のない事務所にとっては,大きなメリットとなる｡

3.4 導入効果

本システム完成による主な導入効果は,次のとおりである｡

(1)入力工数の大幅な削減

これまでビデオ端末でキー入力していた新契約データを,
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分散形小形OCRで直接入力しオンライン送信することによ

り,現場の入力作業は従来の÷以下となる｡これにより支社,

営業部では0.5人分以上の作業の省力化を図ることができ,全

社にすると100人分相当の事務量が削減されることになる｡

(2)運用の効率化

データの入力はオフライン処理で行なうため,オンライン

システムに影響されることなく任意の時間帯に入力すること

ができる｡

(3)クリーンデータの作成

T-550/47分散形小形OCRでは入力したデータの精度を上

げるため,各種のデータチェック機能をもっている｡これに

より,現場で入力したデータを即時に修正することができ,

ホストシステムへ精度の高いデータを送信することが可能と

なる｡

b イメージ処理システム

これまで述べてきたとおり,生命保険のシステムでイメー

ジ処理に対するニーズは強い｡

日立製作所ではこのニーズにこたえるため,ハードウェア,

ソフトウェアの開発を横板的に推進しており,順次製品メニ

ューの充実を図ってきた｡またイメージデータの処理方式に

ついて研究を進め,昭和59年6月から7月にかけて新契約申

込書の自署欄データについて,入力から証券発行までの実験

システムを作り,生命保険会社各社に評価してもらった｡そ

の結果をもとにして,業務システムでのイメージ処理の適用

実について以下に述べる｡

4.1現行システムの処理方式

証券発行システム及び各種帳票の保管,検索のシステムは

各社異なっているが,基本的には図5に示すようになってい

る｡

(1)証券発行処理でのコピーフロー処理が,コンピュータ処

理とは別の方法で処理されている｡

(2)帳票の保管は原本又はマイクロフィルムで行なってお

り,問い合せに対する回答は通常ファックスあるいは帳票を

複写して郵送する方法で対応している｡

(3)帳票に記載されている内容の変更情報は,原帳票のヒス

トリとして原帳票と一緒にファイリングしている｡

4.2 現行システムの問題点

前述したように,大手生命保険会社では,個人保険,団体

保険,合わせて1イ意枚以上の帳票を保管している｡この帳票

には,新契約に関するものから異動,支払いなど契約に関す

るすべての帳票が含まれており,その量は年々増加している｡

このような大量の帳票を維持管理していくため,現行システ

ムでは次のような問題点がある｡

(1)各作業に人手がかかること｡

コピーフロー処理,帳票の整理,保管,変更情報の追加,

問い合せに対する検索,回答処理などの作業は大部分手作業

で実施している｡そのため,これらの作業に従事する要具が

大手生命保険会社では数十名にもなっている｡

(2)処理に時間がかかること｡

人手に頼っている作業が多いため,それぞれの処理に時間

がかかる｡例えば,問い合せに対する回答処理の場合で通常

半日以上を要している｡

(3)帳票保管スペースの確保が難しいこと｡

1億枚以上の帳票を保管するためには,保管スペースの確

保が大きな問題となってくる｡この対策としてマイクロフィ

ルムで保管している会社もあるが,帳票そのものを保管して

いる会社が多くあり,都心のビルに保管スペースをもつ会社

ではこの問題は特に深刻である｡

4.3 イメージ処理システムによる実現方式

(1)システヰ概要

現行システムに対する解決策として,イメージ処理による

実現方式を図6に示す｡

(2)実現方式

(a)新契約データのうちコードデータの入力については,

分散形小形OCRで行なう｡

(支社･営業所)

′ぎ
＼

(センタ)

新契約申込書

コード入力

/

新 契 約
申込データ

マスタ葺毒責

契約マスタ

告 知 書 副 申 書 その他帳票

オンライン入力

∃ 契約成立

保険証券
(コード情報)

注:⊂=⊃囲みは･手作業を示すっ

一巻-[±□
契約申込書

(自署欄)

コピーフロー

保険証券

保 管

由
G≡:ト 聞い合せ

去占
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図5 新契約引受けから

証券発行までの現行処理

契約申込書のコード情報(数字,

仮名)はコンピュータ入力し,そ

の他は帳票として保管する｡証

券発行の場合には,申込書に記

載された自署欄をコピーする｡

また各種問い合せについては,

手作業で検索し回答する｡
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(支社･営業所)
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T

[∋]
イメージ入力

ワーク

イメージ情報

査 定

J
保 管

+

光ディスク

∫⑳
インデックス

情 報

＼-･･･｢′---一一-------ノ′

基
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VDT 島(b)新契約データの自署欄及び告知書,副中書などの関連

帳票類は,センタでイメージデータとして一括入力し,一

時的に磁気ディスクに格納する｡

(c)保険契約が成立した後,イメージデータは光ディスク

に格納する｡その後証券発行時に自署欄のデータを光ディ

スクから読み,証券上に合成して出力する｡

(d)各種の問い合せに対しては光ディスクを検索し,ファ

ックスやイメージ出力用ビデオに出力する｡

(3)期待する効果

本システムの実現により,先に述べた現行の問題点は大幅

に解決することができる｡具体的には次に述べるとおりであ

る｡

(a)証券発行処理の時間短縮と省力化

(b)帳票類の保管,検索時間の大幅な時間短縮と省力化

(c)帳票保管スペースの大幅な削i成

現行では帳票を不要とすることばできないが,スペースコ

ストの安い場所へ帳票を移すことにより,現行のスペースを

国6 イメージ処理によ

る実現方式 コード化情報

は端末OCRでエントリし,非コ

ード化情報はイメージ情報とし

てセンタでエントリする｡イメ

ージ情報はいったん磁気ディス

クに格納し,契約成立後光ディ

スクに蓄積する｡

大幅に削減できる｡

山 今後の動向と課題

5.1今後の動向

以上,新契約データを中心とした入力方式について述べて

きたが,入力方式の現状及び今後の動向についてまとめると

図7のようになる｡すなわち,コード情報の入力方式につい

ては,分散形小形OCRによってほぼ実現し,今後は機能の拡

大が考えられる｡またイメージ情報の入力方式については,

センタ集中形と分散形が考えられるが,技術的,経済的に問

題の少ないセンタ集中による処理方式から実現されていくも

のと思われる｡

5.2 今後の課題

生命保険でのイメージ処理システムの実績はまだ少ない

が,ハードウェア,ソフトウェア製品の開発とデータ処理技

術の進歩発展により,今後システムとして急速に展開してゆ

くことが予想される｡このイメージ処理を前提としたシステ

従 来 現 在 将 来

コ
ード

情 報

イメージ

情 報

センター集中
によるパッチ

エントリ

/

キーボード･ビ

デオによるオン

ラインエントリ､

丁

契約申込書及び関連帳票

センター集中

によるマイクロ
フィルム

OCRによる

オンライン

エントリ ‾■‾■T-.■

センター集中

によるパッチ

エントリ

●オンラインによる

イメージデータと

コードデータの

混在処理の確立

●分散処理システム

で の デ
ー

タ

チェックの確立

情報系データベースシステム

でのコードデータ,イメージ

データの管理と情報の提供

の確立

国7 契約申込書を中心

とした入力システムの現

:伏と今後の動向 現在コ

ード情報についてはOCR入力が

実現し,またイメージ情報につ

いては.センタ集中入力方式の

検討が進められている｡将来は

これを一体化した入力方式の実

現が必要となる｡
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システムニーズ

の 整 理

D入力処理

①入力内容(1工‡㌢喜一イメ‾ジ)

②入力方式(芸竿雲霞呂二窓栗認3)
③キーの入力方法

④伝送の有無

D内部処‡里

の処理のレベル(ホストローカル)

②ファイリング方法(光ディスクの使い方)

③処王里方式(蓄積･加工)

D出力処王里

①出力内容(了こて㌢芸●イメ‾ジ)
②出力情報の用途

③出力方式(差等諾召:諾君矧
④伝送の有無

技術的検討項目

D入出力装置及びファイルの整合性

●綿 密 度

●圧縮方式

D性能評価

●入出力時間

●伝送時間

●内部処理

Dリソースの容量

●光ディスク

●磁気ディスク

D運用 方式

●光ディスクの運用

図8 イメージシステムにおけるシステム設計上の検討項目

イメージシステムを設計する場合,従来のシステムの検討項目ほかに.検討すべ
き項目がある｡

ムを構築する際,システム設計上これまでのコード情報を前

提としたシステムに加えて,更に特有の検討課題があり,そ

れを図8に示す｡

ト地丁
文論

～/

図8の中で技術的検討項目としてあげた入出力装置,及び

ファイルの整ノ釧生(線密度,圧縮方式),性能評価,リソース

の容量などはイメージ処理特有の問題を含んでおり重要な検

討課題である｡

lヨ 結 言

生命保険システムは,昭和40年代から,センタ集中形の

OCRシステムを導入し,入金データの領収証入力を実施して

いた｡今回分散形小形OCRによって,これまでの大きな検討

課題であった新契約データの直接入力方式が実現し,稼動を

開始している｡これにより,業務システムの入力方式は大幅

に改善された｡更にイメージ処理の実現により,コピーフロ

ー処ヨ塑,各種帳票の保管,検索処理などがシステム化されよ

うとしている｡このシステムが実現すると,過去,大容量デ

ータベースを基本として契約管理システムを完成したとき以

上に,生命保険システムにとって大きな変革となろう｡
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スパッタ法で作製したパーマロイ薄膜の
水素焼鈍効果
日立製作所 田辺英男･北田正弘

日本金属学会誌 49-】,34～39(昭60tl)

近年,磁気ヘッド,磁気センサなどの薄

膜磁性デバイスの研究に関連して,パーマ

ロイ膜特性の検討が行なわれている｡パー

マロイ膜を感磁デバイスに使用する場合,

通常,磁気ひずみ零の組成とすることが望ま

しい｡この点,スパッタ法はめっき法や蒸着

法と比較して組成変動が少ないとみられる

ので隕組成の制御が容易であり,薄膜磁性

デバイスのプロセスに適した方法と考えら

れる｡しかし,従来の磁性デバイスに使わ

れているパーマロイ隈作製法では,めっき

法や蒸着法を使周したものが多く,スパッ

タ法を使用したものは少ない｡これはスパ

ッタ法の実用面での普及が,めっき法,蒸着
法より遅れたことも一因であると思われる｡

薄膜磁性デバイスの中にパーマロイの磁

気抵抗効果を利用した磁気ヘッドがあり,

通常30～50nmの極めて薄いパーマロイ膜を

利用する｡このため,30～50n皿の厚さの磁

気特性及び磁気抵抗特性の優れたパーマロ

イ膜が要求される｡スパッタ法で作製した

パーマロイ膜の特性については,100nm以

上の厚い暇の報告はあるが,100nm以下の

薄い隈については報告が少なく詳細は明ら

かでない｡本論文は,30-50nmを中心とし

た極めて薄いスパッタ･′ヾ-マロイ膜の磁

気特性と磁気抵抗特性を調べ,更に真空中

及び水素中の焼鈍の影響について検討した｡

これと同時に,電子ビーム蒸着パーマロイ

隈の特性と比較した｡

まず,高周波スパッタ装置で作製したパ

ーマロイ隈(磁気ひずみ零近傍の81wt%N卜
19wt%Fe組成)の磁気特性と磁気抵抗特性

に及ぼす隕厚(20～100nm),高周波電力

(100～400W),Arガス圧力(2.66×10‾1～

1.06Pa)及び到達真空度(6.65×10‾5～6.65

×10‾3pa)の影響を調べた｡数百ナノメー

トル以上の厚いスパッタ･パーマロイ隈では,

スパッタ条件が変わると特性も変わること

が知られているが,本実験では膜厚,高周

波電力及びArガス圧力に対するスパッタ･

パーマロイ膜特性の依存性はみられず,到

達真空度に対する依存性が大きい｡スパッ

タ･パーマロイ膜の保磁力〃cと異方性磁界

放は電子ビーム蒸着パーマロイ膜と同等で

あるが,飽和磁化Jざと磁気抵抗変化率』P/

凡は非常に小さい｡

スパッタ･パーマロイ膜を水素中で焼鈍

した場合,〃cと放は変化しないが,Jsは

焼鈍(573～723K,3時間)により30-40%

増加する｡また,平均比抵抗Pαは低下し,

磁界中の比抵抗変化dPは増加する｡このた

め』乃/蝕も大幅に増加する｡しかし,電子

ビーム蒸着パーマロイ帳の特性は,真空及

び水素焼鈍を行なっても変化しない｡

オージュ電子分光分析を行なったところ,

スパッタ直後のパーマロイ膜中には電子ビ

ーム蒸着パーマロイ暇に比べて多量の酸素
が検出された｡一方,水素焼鈍を行なうと

膜中の酸素量は大幅に減少する｡これらの

結果から考えて,水素焼鈍により凡が大幅

に低下するのは,水素によるスパッタ･パ

ーマロイ膜中の酸素の除去効果にある∩
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